
 

 

 

 

 

2024年が始まると、急に就学の 2文字が近くなったように感じます。 

保育園で過ごす残り 2ヶ月。「就学に向けて」と「保育園での楽しい思い出づくり」のバランスをとりながら、

イキイキわくわく過ごしていけたらと思っています。 

 

 

 

◇伝え合い◇ 

各グループで「どんなお店をやるか」話し合いを行いました。 

今回は、年少さんと年中さんを招待しようと事前に決めていたので、話し合いのポイントは自ずと 

「お客さんを楽しませるため」という目的で進みました。 

今のらいおん組の子ども達は、言葉にするのが上手になってきただけでなく、リーダーシップをとれる子が意見を

まとめたり、ひらがなを書くのが得意な子が書記を務めるなど自然に役割分担ができ、スムーズに決めることがで

きました。子ども会の劇決めや役決めでも経験から、友達の意見に賛同をしたり、自分の気持ちに折り合いをつけ

「グループとして」を意識して、伝え合う姿に成長を感じました。 

たこ焼き屋さん・ホットドッグ屋さん・キッチンカー・宝石屋さん・ペットショップ・ダンボール迷路の 

6つのお店屋さんごっこをすることが決まりました。お店が決まるととすぐに「つくろう！！」とみんな意気込ん

で制作を始めます。 

 

◇制作◇ 

登園するとすぐに作り出す子や必要な材料を家から嬉しそうに持ってくる子、室内での自由遊びの時間を制作に 

そそぐ、意欲的な子どもたちです。やらされてるのではなく、自分たちからやろうとする気持ちがとても強いです。 

年長さんらしい「主体性」をもって活動していました。 

のりやボンド、ハサミなどの文房具、工具も安全のためのルールは既に知っています。ガムテープをちぎるのも 

かなり上達してきました。ルールを守ろうとする意識も高まり、丁寧に扱えるようになってきています。 

話し合いで決めた内容を再現しようとキラキラした表情で次々に制作を進めていました。なんと大人が予想してい

た日にちより約 2週間も早く本番迎えられることになったのです。 

協力しながらつくる楽しさを仲間と味わい、さらにモチベーションも上がっていく子どもたちです。 

 

◇本番◇ 

前日から「ドキドキする」と緊張を隠せないこどもたち。それだけ一生懸命取り組んでいたし、成功させたい、 

きりん組ぞう組の子を喜ばせたいと真剣でした。 

当日、いざ本番がはじまると、とてもいきいきとしてお店を盛り上げていました。本当のお店屋さんのような働き

っぷりで中には汗をかく子がいるほど。どのお店も大人を必要とせず「自分たちの力」で最後までやり遂げました。 

終わると笑顔で「疲れたー」と達成感と充実感でいっぱいの子ども達。後日きりん組から感謝の手紙をもらい、 

幸せそうでした。楽しい思い出がまたひとつふえたようです！（写真は次ページ♪） 

 

☆お昼寝がなくなります。 

いよいよ２月５日（月）から午睡時間を設けずに一日を過ごす練習をしていきます。 

家庭環境や生活リズムには個人差がありますので、園と家庭で連携しながら無理のない範囲で就学に向けて 

ルーティンづくりが出来たらと考えています。初めは、３０分ほどの食休みをしながら徐々に短くしていきます。 

今まで通り午睡を希望される場合や一日単位でも午睡が必要だなと感じる場合には担任へお知らせください。 

※土曜保育をご利用の場合は、午睡時間があるためタオルケット（バスタオル可）をご持参ください。 

 

☆着替えの判断 

布団に入る事がなくなることで着替えの必要性について子ども達自身で考えられるように 

練習をしていきます。 

小学校にあがると、体育の授業以外では着替えることがほとんどないため、 

自信で汚れ・濡れに気付いたり（清潔を保つ）、身だしなみの意識をもってもらうこと（衛生面）

がねらいです。 

お迎えの時にお子さんと一緒に確認していただき、必要に応じてお着替えの準備をお願いします。 

 

☆お家の人に伝える。 

園での様子をお父さん、お母さんに伝えられているでしょうか。 

就学後は、毎日、その日の様子を学校側から伝えることというのがないという現状です。 

実際、小学生のお子さんを持つ保護者の方々からそのような違いが度々聞かれます。 

答え合わせができる今だからこそ是非ご家庭でその日の様子や予定の確認などやってみていただきたいと 

思っています。ポイントを 2枚目に記載していますので、参考にしてみてください♪ 

また、ご家庭で全然伝えてくれない。不安な発言や心配な事がありましたら教えて下さい。 

 

 

 

 

2月 

１７（土） 保護者会 

２２（木） お別れ遠足 

 

 

詳細は、保護者会の時に、ご案内をさせていただきます。 

3月 

 ６（水） お茶の稽古 保護者招待 

１１（月） 進級（新一年生組へ） 

３０（土） 卒園式 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おうちの人に伝える②～ポイント編～ 

「話しを聴いて貰えた❗️」と感じることは、脳科学的には、「ご褒美」に匹敵すると言われています。

「物」や「お金」ではなく、「コミュニケーション」で、幸せを感じる。とてもステキな事です。 

しかし、育児・家事・仕事と時間に余裕がない事もあると思います。そこで、 

「子どもの話しを聴いてるよ❗️」と、話している人に感じてもらえるポイントをいくつかお伝えします。ご参

考程度に！ 

 

☆子どもから話しかけてきた場合 

・「全肯定」 

否定しないで、受けとめる。認める。✖︎→否定されると話したい気持ちがなくなってしまうので、

要注意。 

・「感嘆」 

話しに頷く。「へぇー」「あー」「なるほどー」と反応し共感する。 

・「ミラーリング」 

「オウム返し」「〇〇なんだ。」「そー、〇〇なんだね！」身振りも効果あり！ 

・「質問」 

「それってこうゆうこと？」「どんな気持ちだったの？」 

・「約束」 

ごめんね。今は手が離せないから後で必ず聴くね！ 

 

☆子どもから話し掛けてくれない時のポイント。 

・「暇だよオーラを出す」 

実は忙しくても余裕があるよ！と、見せかけてワザと「スキ」をつくる。 

・「YES or NO の質問」 

「ご飯食べた？」→「食べたよ。」など、狭く答えやすい質問をする。悪い例→「ご飯何がおい

しかった？」→「忘れたー！」 

・「寝る前に振り返る」 

身体を横にして、一日の最後に、振り返りをすると思い出しやすくなります。人間は、夜にネガ

ティブな感情になりやすいと言われています。おすすめは 

「楽しかった事」「嬉しかった事」「頑張った事」「人に優しくした事」など、ポジティブな内容で話

すと、誉めたり認めたりしやすくなります。 

ポジティブ思考で眠ると、脳に定着して自己肯定感にも繋がるといわれていますので、よかっ

たら試してみて下さい。 

 
最後に、「関心をもって話を聴こうとする」と、とてもエネルギーを使います。余裕があるときは、 

「話しを聴く」=「最高のご褒美！」と思って、その時間を大切にしてもらえたら嬉しいです。 


